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接続する。直径 1.6cmほどの円形の装飾が片側に 4つ施され それぞ、れ 5':"'-'7 cmほどの間隔
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第 1 図馬形埴輪実i~1j図 (1) 
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第 2 圏馬形埴輪実i~IJ 国 (2)
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第3図 上:吉井町教育委員会 2005 下:群馬県教育委員会 1980
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筑波大学所蔵の馬形埴輪
写真 l 筑波大学所蔵の馬形埴輪 (1) 
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写真2 筑波大学所蔵の馬形埴輪 (2)
写真3 馬形埴輪腕部(左)および腹部(右)破片
(上段が表、下段が裏)
